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　死亡の上位を占める、肺がん、大腸がん、胃がんは、国が推奨して実施している対策型検診で早期発見でき
る部位のがんです。市では、医療機関で受診する個別検診で胃・大腸・子宮・乳の４つのがん検診が令和２年
３月31日まで受診可能です。
　がん検診は、加入している保険に関係なく、下記対象の市民の方が受診できます。

検 診 項 目 検診対象年齢 推奨される受診間隔

胃 が ん 検 診
胃内視鏡：50歳以上 ２年に１回
バリウム：40歳以上 毎年　１回

大腸がん検診 40歳以上 毎年　１回
子宮頸がん検診 20歳以上の女性 ２年に１回
乳 が ん 検 診 40歳以上の女性 ２年に１回

受診方法…健康推進課に申し込み、受診券を受けとり、自分で医療機関に予約・受診をしてください。
＊既に個別検診受診券をお持ちの方は、早めにご予約ください。検診項目により年度の後半は予約が大変混み

合います。
＊新規申込みや受診券の再発行を希望する方はご連絡ください。

〝がん〟で大切な命を失わないために機会を逃さず、受診しましょう。

推奨される

受診間隔で

検診を受けよう

平成30年死因別死亡割合

平成30年三大生活習慣病年代別死亡率
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―◆― 悪性新生物
―■― 心疾患
―▲― 脳血管疾患

平成30年市民課調べ

平成30年市民課調べ

　一生のうちに２人に１人が、
がんになるといわれ、約３人に
１人ががんで亡くなっています。
五所川原市の平成30年死因別死
亡割合でも「がん（悪性新生物）」
は死因の１位を占め、亡くなっ
た方の３人に２人はがんと生活
習慣病が関係しています。70代
以下の死亡者も多く、特にがん
は40代から増加します。

がんが原因で亡くなっている方
の割合が最も多く、特に40代以
上の方の死亡率が高くなってい
ます。

がんの死因
１位　大腸がん
２位　肺がん
３位　胃がん

悪性新生物
30％

悪性新生物
30％

その他
27％
その他
27％

心疾患
12％
心疾患
12％

肺炎
10％
肺炎
10％

老衰
10％
老衰
10％

脳血管疾患 7％

腎不全 3％

血管性および　
詳細不明の痴呆

3％

まだ間に合います！「がん検診」を受けましょう	 問　健康推進課　内線2379
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